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ルーマニアのイサクチャにある、ユ
ニセフが支援するウクライナ難民の
子どもたちとその家族向けの支援拠
点ブルードットで、7歳のコスティ
ヤさんがライブチャットで俳優のヒ
ュー・ジャックマンにウルヴァリン
の絵を見せています。ヒュー・ジャ
ックマンは映画「X-men」でウルヴ
ァリンを演じました。

ルーマニア、2022年4月
© UNICEF/UN0625138/Holerga

ユニセフとパートナーが村にもたら
した安全な水を飲むシャジアさん
（10歳）。パキスタン、バロチスタン
州ラスベラ地区、ムチェ・ムラ・ゴ
ットにて。

パキスタン、2022年8月
© UNICEF/UN0694845/Azam
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はじめに 

2022 年は、世界中の子どもたちにとって解決困難な
課題に満ちた年でした。何百万人もの子どもたちが気
候変動がもたらす洪水、暴風雨、干ばつに見舞われ、
暴力的紛争の渦中で生活に不可欠なサービスを受ける
ために苦闘し、またパンデミックの社会経済的影響を
受け続けました。これらは世界的な栄養危機を招いた
要因の一部であり、世界では 4,500 万人の 5 歳未満の
子どもたちが消耗症に苦しんでいます。この1年間で、
多くの地域社会では基本的な食料品や生活必需品の価
格が高騰、多くの家庭がさらなる貧困に陥りました。

ユニセフは75年以上にわたり、このような困難な時代
に子どもたちを守り、その成長を支援し、その権利の保
護に取り組んできました。しかし2022年は、ユニセフ
史上、最も多くの子どもたちが支援を必要とするなか
で、最善を尽くさなければなりませんでした。

ユニセフは、新たな「戦略計画 2022-2025」に基づ
いて最も弱い立場に置かれた子どもたちに重点を置き、
命を救い、人生を変える成果を出し続けました。本報
告書に掲載した成果は、190を超える国や地域で活動
する約 1 万 7,000 人のユニセフ職員の献身と勇気によ
って達成されたものです。ブラジルからウクライナ、
アフガニスタンからミャンマーまで、ユニセフは現場
で活動し続けました。

2022 年、ユニセフは子どもの消耗症の予防と治療に
おいて歴史的な進歩を遂げました。また人道危機にお
いて、予防接種キャンペーンを実施しました。世界的
な学習危機に立ち向かい、ジェンダーに基づく暴力の
予防と対策への取り組みを拡大しました。さらに、各
国政府と協力し、保健、水、衛生および教育など、子
どもたちの成長を支えるために不可欠な制度を強化す
るべく各国政府と協力し取り組みました。

加えて、ユニセフはこの 1 年間、気候変動対策を組織
全体の優先事項として位置づけました。これには、気
候変動の緩和と適応戦略を策定・実施するための地域

社会への支援拡大も含まれます。また、地域当局が気
候変動に強い太陽光発電による電力、水、廃棄物管理
システムに移行するのを支援しました。

このように前進できたのは、強いパートナーシップと、
皆さまからの記録的な支援があったからです。この 1
年を通じて、ユニセフは、政府、民間部門、および他
の国連機関との関わりを深め、革新的な活動を展開し
ました。

しかしながら、ユニセフにとって最も重要なパートナ
ーシップは、子どもや若者たちとの間にあります。彼
らは、私たちが直面する課題や危機への解決策を生み
出す上で不可欠な役割を担っています。子どもと若者
たちこそ現在と未来の革新者であり、リーダーであり、
気候変動の活動家であり、平和の構築者です。たとえ
極めて不確かなものであったとしても、未来は彼らの
ものです。そして私たちには、世界中のすべての子ど
もたちの権利が完全に実現する未来を確かなものにす
る責任があります。

皆さまの継続的なご支援により、2022 年に達成した
成果をさらに発展させ、すべての子どもたちにとって
真にふさわしい世界を実現することができるのです。

キャサリン・ラッセル 
ユニセフ事務局長
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複数の危機が重なる年に
子どもたちを支援する

ハイチ、2022年4月
© UNICEF/UN0632308

クレルシーヌにあるギャングの衝突から逃
れた家族のための避難先で、ぐっすり眠る
生後3カ月のジャン・ルイくん。
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複数の危機が重なる年に子どもたちを支援する

長引く新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影
響、暴力的紛争、気候変動と環境悪化、生活費の高騰、
病気の蔓延 ...... 今の子どもたちは、複数の危機が重な
る世界で成長しているといえます。

昨年は現代で最悪の食糧・栄養危機が発生し、世界の
最貧国の子どもたちの間で、消耗症が劇的に増加しま
した。COVID-19 のパンデミックが下火になっても、
子どもたちへの悪影響は続いています。教育危機も続
いています。低・中所得国では、簡単な文章も読めず、
理解もできない 10 歳児の割合が 70％にまで急増して
います。2021 年に予防接種を受けられなかった子ど
も は 2,500 万 人 で、2020 年 よ り 200 万 人 多 く、
2019年より600万人多くなり、2022年にははしか、
コレラ、その他感染症の流行が見られました。

世界的な経済危機が、最も弱い立場にある子どもたち
が直面している困窮状態をいっそう悪化させています。
予測によると、2023 年には 4 人に 1 人の子どもが国
の貧困ライン以下で生活しており、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大以前の子どもの貧困削減の軌道か
ら4年遅れることになります。

人道支援を必要とする人の数は増え続け、2021年の2
億 3,500 万人から 2022 年には約 2 億 7,400 万人に達
しました。

このような困難にもかかわらず、ユニセフは怯むこと
なく慎重に支援活動に取り組みました。近年と同様、
2022 年も引き続き、ユニセフのプログラムを通じて
世界中の多くの子どもたちに支援の手を差し伸べまし
た。私たちは、子どもと若者の保健、教育、福祉、お
よび保護を支援するための政策と投資を提唱し、世界
で最も過酷な場所を含む190以上の国と地域で活動し
ました。私たちが気を緩めることはありません。

また今年はユニセフにとって重要な出発の年となりま
した。ユニセフの「戦略計画 2022-2025」の実施初
年度として、より長期的なビジョンを掲げ、これまで
のどの戦略計画よりも体系的な変化を重視しています。

この戦略計画は、複数の危機が重なる今の時代にふさ
わしい計画であり、子どもたちが直面する貧困や差別
の包括的理解、これらの問題に根本から取り組むため
の制度改革、そして、とりわけ地域の主体、子どもたち、

若者たちとのパートナーシップを通じた行動に向けた
ものです。

ユニセフは、教育、予防接種、水と衛生、メンタルヘ
ルスにおける深刻な危機に取り組み、社会的保護を拡
大し、社会的弱者である子どもたちやその家族のため
の予算を確保するよう提唱し、子どもの権利を脅かす
脅威を退けていきます。

組織として先見性、備え、適応力に投資し、危機を予
防し対処するより良い方法を導入することで、子ども
たちと地域社会が、この不確実な世界を乗り切るため
の備えを整えています。

イエメン、2022年6月
© UNICEF/U.S.CDC/UN0684450/Saleh Hayyan

アル・ブライカ地区アル・ファルシで、ポリオの予防接
種を受けたレハム・ワレードちゃん（5歳）。
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3億 5,630 万人（史上最大規模）
の子どもたちがあらゆる形態の栄
養不良を予防するプログラムの恩
恵を受け、また、栄養不良の早期
発見と治療に向けたプログラムの
恩恵を受けた子どもの数も、1億
8,240 万人という記録的規模に達
しました。

人道危機の影響を受けている国々の2,700
万人以上を含む 7,790 万人の子どもたち
が、はしかの予防接種を受けました。また
ユニセフはCOVAXファシリティを継続し
て主導し、史上最大の規模となる、9億
7,780 万の新型コロナウイルスワクチン配
送と143の国での同ワクチン予防接種支援
を行いました。

2022年には、3,790 万人の
学校に通えない子どもと若者
（49％が女子）が教育を受けら
れるようになり、これには自
国や故郷を逃れた移動中の子
ども310万人と人道危機下に
ある子ども 1,860 万人が含ま
れます。

2022年、ユニセフの活動における10の成果  
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地域密着型のメンタルヘルス、心理社会的サポ
ートサービス（MHPSS）を受けた子ども、青
少年、保護者の数は、2021年の1,200万人から、
2022年は 2,520 万人へと 2倍以上に増加しま
した。

ユニセフは暴力や搾取、有害な習慣を防止するプログラムを拡大しました。その中に
は、2021年の 300万人から拡大し、2022年に 1,180 万人の保護者に対して実施
したペアレント・サポートプログラムを通じての成果を含みます。

2,600 万人が少なくとも基本的な衛生サービス
を、3,060 万人が基本的な飲み水を、2,360 万人
が基本的な衛生設備を利用できるようになり、ま
た3,900 万人に人道危機における水と衛生
（WASH）サービスを提供しました。 

COP27（国連気候変動枠組条約第27回
締約国会議）では、子どもの環境権イニ
シアチブとのパートナーシップを通した
ユニセフのアドボカシー活動により、気
候変動対策における変革の担い手として
の子どもや若者の役割が正式に認められ
ました。

ユニセフの支援を受けて、各国政府は 1億
2,900 万人以上の子どもたちに現金給付プログ
ラムを実施しました。

142の国の障がい者とともに、450万
人の子どもたちへ障がい者インクルージ
ョンプログラムを実施しました。

ユニセフのアドボカシー活動に740万人の
子どもと若者が参加し、広報活動に約660
万人、オンライン上で 2,710 万人が参加し
ました。
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パート1

目標分野

ユニセフは、子どもの権利条約に基づく子どもの権利に関連する 5 つの目標分野 
において、長期的な成果の達成を目指しています。これは、人道危機や脆弱な環
境を含むあらゆる状況において、青少年を含むすべての子どもが、以下の状況を
確実に達成する一助となるものです：（1）すべての子どもが命を守られ、健全に
発育すること 　（2）すべての子どもが未来のための技能を学び身につけること　

（3）すべての子どもが暴力や搾取から守られること 　（4）すべての子どもが安全
で衛生的な環境で暮らすこと 　（5）すべての子どもが人生において公平な機会を
得ること



複数の危機が重なることで、子どもたちの保健と栄養
に多面的な影響がもたらされ、乳幼児期から青年期、
そして成人期まで、子どもたちが生き延び、成長する
ために必要なケアと支援を提供する上での課題が増大
しています。

2022 年、ユニセフは、ユニバーサル・ヘルスケアの
基盤としてのプライマリ・ヘルスケアと、小児期全般
にわたる予防に焦点を当てた統合的な支援の提供に焦
点を当てました。ユニセフはまた、栄養不良の三重苦（低
栄養・微量栄養素の不足・過体重）をなくすための世
界的な行動を主導し、すべての子ども、青少年、女性
にとって良好な栄養状態を支える食生活、サービス、
および実践の提唱と実行のために、政策とプログラム
の規模拡大を優先しました。

ユニセフは、「すぐに食べられる栄養治療食（RUTF）」
の供給業者が急増する需要に対応できるよう、革新的
な前払いシステムを導入。さらに、最も深刻な影響を
受けている国々では、子どもの消耗症における早期の

目標分野1：

すべての子どもが命を守られ、
健全に発育すること

 主要な成果 

 1億8,240万人の5歳未満の子どもが、栄養不
良の早期の予防、発見、治療に向けたサービスの恩
恵を受け、そのうち730万人が、重度の消耗症や
その他の重度の急性栄養不良の治療を受けました。

 人道危機の影響を受けている国々の 2,700 万
人以上を含む 7,790 万人の子どもたちが、はしか
の予防接種を受けました。

 3億5,630万人の子どもたちが、あらゆる形態
の栄養不良を予防するプログラムの恩恵を受けま
した。

 ユニセフは史上初となるマラリアワクチンの供
給契約を 1 億 7,000 万米ドルで締結しました。こ
の画期的な契約により、今後 3 年間で 1,800 万回
分の投与が可能となり、毎年数千人もの命を救う
可能性があります。

 ユニセフは、143カ国を支援し、新型コロナウ
イルスの予防接種サービスを提供しました。ユニ
セフはパートナーとともに、史上最大規模のワク
チン供給、配送活動を継続的に主導し、新型コロ
ナウイルスワクチンの公平なアクセスの確保に寄
与しました。

 2021年以降、67カ国が学校やデジタル・プラ
ットフォームなどを通じて、メンタルヘルスサー
ビスをプライマリ・ヘルスケアに統合しています。

© UNICEF/UN0602381/Ralaivita
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目標分野1：すべての子どもが命を守られ、健全に発育すること

アフガニスタン、2022年11月
© UNICEF/UN0775870/Karimi

中部バーミヤン州で、授業中に教科書を読む少女。ユニ
セフは、バーミヤンでの76の加速学習センターを含む
325の地域の授業を支援し、1万1,600人の子ども（うち
75％以上は女の子）に教育を提供しています。

予防、発見と治療を加速させるための協調的取り組み
「一刻も無駄にしない(No Time to Waste)」を立ち上
げ、2022 年の国連総会において約 6 億米ドルの誓約
金を集めました。

目標分野 1 における、155 カ国にわたる 2022 年の世
界のプログラム経費は、人道支援活動の21億米ドルを
含め、総額33億米ドルにのぼりました。

• 2021 年には、主にサハラ以南のアフリカと南アジ
アの一部の低・中所得国で、500万人以上の5歳未
満の子どもが命を落としました。

• 予防接種を一度も受けていない「ゼロ投与」の子ど
もの数は、2021 年には 1,800 万人に達し、2019
年から500万人増加しました。

• 2022 年には、最も深刻な影響を受けている 15 カ
国で、重度の消耗症に苦しむ子どもの数は800万人
に達すると予想されており、2021 年にすべての国
で治療を受けた子どもたちの総数を300万人上回り
ました。

• 飢餓と食料貧困はかつてないほど高い水準にありま
す。少なくとも2億200万人の5歳未満の子どもが
深刻な食料貧困に陥っており、発育阻害、消耗症、
および死亡のリスクが高まっています。

ユニセフ 活動の成果 202210



目標分野2：

すべての子どもが未来のための
技能を学び身につけること

 主要な成果 

© UNICEF/UN0703816/Mulala

2022 年は、世界的な教育危機への対応から復興への
転換期となりました。2022 年 9 月までには、すべて
の国がパンデミックに関連した全国的な学校閉鎖を解
除しましたが、教育の混乱、その累積的な影響から生
じる学習損失も依然として続いていて、最も疎外され
た子どもたちや若者、特に女の子に偏った影響を及ぼ
しています。

このような困難な状況にもかかわらず、テクノロジー
や加速学習法の活用などを通じて、子どもや若者の学
習機会の損失を補えるよう多大な努力がなされてきま
した。

2022 年には、目標分野 2 の 148 カ国にわたる世界の
プログラム経費が、人道支援活動の9億米ドルを含め、
総額15億米ドルに達しました。

• 低・中所得国では、パンデミック以前にすでに 57
％を占めていた学習貧困の中で暮らす子どもたちの
割合が70％にまで増加しました。

• 学校に通えない子どもの数は、過去20年間で35％
以上減少しました。しかしながら、6,400万人の初
等教育就学年齢の子どもたちが依然として学校に通
えず、その大半は社会から疎外されたグループに属
しています。

 2022年には、3,790万人の学校に通えない子
どもと青少年（49％が女子）が教育を受けられる
ようになり、これには自国や故郷を逃れた移動中
の 子 ど も 310 万 人 と 人 道 危 機 下 に あ る 子 ど も
1,860万人が含まれます。

 人道危機下の 380 万人を含む 2,830 万人の子
どもたちに学習教材が届き、8 万 5,099 の学校運
営委員会あるいは同様の団体が、ユニセフが支援
するプログラムを通じて研修を受けました。

 2022年、ユニセフはすべての政府に対し以下
の「RAPID アジェンダ」を支持し、取り組むよう
求めました。①すべての子どもを支援し、学校に
留まらせること。②学習レベルを評価すること。
③基本事項の指導を優先すること。④学習遅れを
取り戻す学びを高め、学習損失以上の進捗を図る
こと。⑤心理社会的な健康と幸福を育み、すべて
の子どもが学ぶ準備ができるようにすること。

ユニセフ 活動の成果 2022 11



ユニセフ年次報告 2022

過去20年間の進展にもかかわらず、子ども
の保護に関連する「持続可能な開発目標

（SDGs）」を達成するためには、大幅な加速
が必要です。紛争の影響などで脆弱な国々
で暮らす子どもたちが、依然として最も遅
れをとっています。ユニセフが持つ最近の
データでは、危機の影響下にある女の子の
脆弱性が高まっていることが明らかになっ
ています。また、ユニセフの分析によると、
アフリカの 20 カ国が、2030 年までに全国
的な出生登録の達成を目指しています。

2022 年、目標分野 3 の 151 カ国にわたる
世界のプログラム経費は、人道支援活動へ
の5億米ドルを含め、総額9億米ドルに達し
ました。

• パンデミックの発生以来、女性と女の子
に対する暴力が激化しており、ここ数十
年で減少していた児童婚と女性性器切除
は、今や増加に転ずると予測されていま
す。

• 世界全体では、5 歳未満の子どもの 4 分
の1の出生が公式に登録されていません。

目標分野3：

すべての子どもが
暴力や搾取から守られること

 主要な成果 

 ユニセフは 109 カ国にお
いて、暴力を経験した 470 万
人の子どもたちが保健、社会
福祉、司法や法執行等のサー
ビスを受けられるよう支援し
ました。

 2022年には、出生登録を
促進するための保健制度と市
民登録制度を一緒に運用でき
る国の数が、2021年の54 カ
国から59カ国に増加しました。

 ユニセフは、ジェンダーに
基づく暴力（GBV）リスク軽
減のための支援を 65 カ国で
500 万人以上の女性と子ども
に届け、またGBV予防のため
のプログラムを通じ64カ国で
約600万人を支援しました。

 2021 年の 53 カ国に対し
て、2022 年には 65 カ国の事
務所が性的搾取・虐待の防止

（PSEA）システムを導入しま
し た。 現 在、 世 界 全 体 で
4,900 万人以上の子どもと大
人が、人道支援、開発、保護
およびその他職員による性的
搾取・虐待を報告するための、
安全で届きやすい手段を利用
できるようになっています。

 児童婚と女性性器切除の
予防とケアを受ける女の子と
女性の数は、2021 年以降倍
増し、それぞれ 1,720 万人と
38 万 3,000 人以上に達しま
した。

 ユニセフは、新しい「2022- 
2030 年 障がい者のインクル
ージョン方針と戦略」を通じ
て、子どもの保護に対する障
がい者のインクルージョンの
アプローチを優先事項としま
した。オンライン上の子ども
の保護、心理社会的サポート

（MHPSS）、性的搾取と虐待
の防止、代理出産、移動中の
子どもたちなど、不平等や繊
細な課題に取り組む上で、デ
ータに基づいた支援活動が主
要な優先事項でした。

© UNICEF/UN0825674/Das
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目標分野3：すべての子どもが暴力や搾取から守られること

ファティマタちゃん（8歳）と祖母のマリアムさん。ブルキナファソ北中部のブスマ村にて。
ファティマタは4歳の時に女性器切除を受け、深刻な健康上の合併症を引き起こしました。
ユニセフが支援する病院での外科的治療が成功した後、マリアムさんは次のように語って
います。「私たちの文化ではまだ伝統として扱われていますが、子どもにとってそれがど
れほど危険なことなのかが分かった今、私は孫を奪い去ったかもしれない女性器切除に反
対です」

ブルキナファソ、2022年5月
© UNICEF/UN0640709/Dejongh
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ユニセフ年次報告 2022

世界は水・トイレ・衛生習慣（WASH）へのアクセス
の改善で前進していますが、SDGs の目標 6 を達成す
るのに必要な進度には至っていません。不十分な資金
調達、気候変動がWASHシステムに及ぼす影響の増大、
および広範な人道危機が、前進を妨げ、これまでの成
果を脅かしています。

2022 年、ユニセフは政府パートナーへの支援、民間
部門との提携、および革新的な資金調達イニシアティ
ブへの関与を通じてWASHセクターの資金調達の拡大
に取り組みました。

ユニセフは、新たな「安全に管理された衛生施設を達
成するためのユニセフ行動計画」に明示されているよ
うに、2030年までに10億人がこの衛生基準を達成で
きるよう支援することを目標としたプログラムに重点
を移しています。この計画は利害関係者の間で衛生へ
の関心を新たにし、その部門全体で衛生プログラム策
定に充てられる資金が減少している傾向を逆転させる
ことを目指しています。

目標分野4：

すべての子どもが安全で
衛生的な環境で暮らすこと

 主要な成果 

 2,600 万人が少なくとも基本的な衛生サービス
を、3,060万人が安全で、必要な時に利用できる基
本的な飲み水を、そして2,360万人が基本的な衛生
設備を利用できるようになりました。このうち 88
％以上が脆弱な国に暮らす人々でした。

 ユニセフの直接支援の結果、540 万人が気候変
動に強い給水設備を、320万人が気候変動に強い衛
生設備を利用できるようになりました。

 ユニセフは、2022 年に 1,855 基の太陽熱発電
システムを建設し、コミュニティや医療施設および
学校に安全な水を提供するとともに、地域のソーラ
ーハブ（太陽光発電式水システム）を通じた技術支
援サービスを拡大しました。

 「より多くの水を、より多くの命を（More Water 
More Life）」イニシアティブは、革新的なマッピン
グデータを用いて、東部・南部アフリカの水不足に
対する手の届く地下水解決策を予測しました。エチ
オピアとマダガスカルでの試験事業が地下水マッピ
ングに成功し、110万人以上の子どもたちに対して
費用対効果がさらに高い水の供給が可能となり、地
域全体のさらに多くの国々で規模拡大への道が開か
れつつあります。

 COP27（国連気候変動枠組条約第 27 回締約国
会議）では、ユニセフのアドボカシー活動により、
気候変動対策における変革の担い手として子どもや
若者の役割が正式に認められ、気候変動に関する政
策や行動を立案・実施するプロセスに子どもや若者
を参加させるよう、締約国に対して求めました。

 ユニセフは、長年コレラ患者が発生していなか
った多くの国々で緊急支援活動を実施するなど、
2022年に前例のない30カ国を襲った世
界的なコレラの流行に対応しました。

© UNICEF/UN0364416/Aliaga Ticona
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目標分野4：すべての子どもが安全で衛生的な環境で暮らすこと

2022年、目標分野4の156カ国にわたる世界のプログラム経費
は、人道支援活動への9億米ドルを含め、合計13億米ドルに達
しました。

• すべての子どもの半数以上にあたる約10億人が、気候関連の
ハザード（酷暑、豪雨、渇水など）により、極めて高いリス
ク下にあります。

• 5 億 5,900 万人の子どもが高頻度で発生する熱波にさらされ
ており、地球温暖化の傾向にともない、温室効果ガスの排出
を抑制する努力にかかわらず、2050年までには世界の20億
2,000万人の子どもがこの状況に置かれることになります。

• 安全性を欠いたWASHにより、約1,000人の5歳未満の子ど
もの命が毎日奪われています。

ベトナム、2022年9月
© UNICEF/UN0712674/Pham Ha Duy Linh

クアンナム省タムキーで、台風によっ
て屋根が吹き飛ばされた祖母の家を覆
うため、木の枝を集める11歳のファン・
フイン・グエン・タン・ファンくん。
ユニセフの「子どもの気候危機リスク
指数」によると、約4億人の子どもが、
熱帯低気圧の影響を強く受ける地域に
暮らしています。
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ユニセフ年次報告 2022

目標分野5：

すべての子どもが人生において
公平な機会を得ること

複数の危機により、さらに多くの子どもたちや家族が
貧困に追い込まれています。2022 年時点で、多次元
の貧困に苦しむ12億人のうち半数が子どもでした。ウ
クライナ戦争とインフレ率の上昇により、ヨーロッパ
と中央アジアでは 2022 年に子どもの貧困が急増し、
2021年から19％増加して400万人の子どもが貧困状
態に陥りました。

子どもたちが直面している貧困に対処し、SDGs に向
けて前進するためには、特に子どもたちへの社会的保
護を拡大する必要があります。コロナ禍の間、到達範
囲の拡大という心強い兆候が見られたものの、2022
年には低・中所得国を含め、プログラムの一部のみが
継続されました。

2021 年から 2022 年にかけて、ユニセフが政策、支
援やデータの提供、資金調達、包括性、社会が何らか
の衝撃を受けた際の対応などに関する取り組みを続け
た結果、社会保護制度が強固な、あるいは中程度に強
固な国の数は68カ国に増えました。

目標分野 5 における 2022 年の 159 カ国にわたる世界
のプログラム経費は、人道支援への7億米ドルを含め、
総額10億米ドルにのぼりました。

• 子どものいる世帯の少なくとも 3 分の 2 が、新型コ
ロナウイルスの感染拡大以来、収入を失っています。

• 2022 年時点で、多次元の貧困の下で暮らす 12 億
人のうち半数が18歳未満の子どもでした。

• 新型コロナウイルスの蔓延中、ジェンダーに対応し
た世界的な社会保護措置は5件に1件以下でした。

 主要な成果 

 ユ ニ セ フ の 支 援 を 受 け て、 各 国 政 府 は 1 億
2,900 万人以上の子どもたちに現金給付プログラ
ムを実施しました。

 ユニセフは緊急支援の一環として人道的な現金
給付の利用を拡大し、43 カ国で 280 万世帯以上
に達しました（2020年の270万世帯から増加）。

 2021 年の 55 カ国から増加し、2022 年には
60カ国が障がい者を含む社会保護制度を導入しま
した。

 国家の計画、予算、データセット、サービス提
供システムに難民の子どもとその家族を組み込む
ことを促進するため、ユニセフは国連難民高等弁
務官事務所（UNHCR）と「戦略的協力枠組み」
を策定しました。

© UNICEF/UN0177799/Ergen
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変革戦略

自宅の裏庭で、古タイヤを再利用して椅子を作る父親を手伝うウィルネイディスちゃん。ベネズ
エラ出身で、エクアドルのトゥンバコで10カ月暮らしています。一家は、ユニセフが推進する包
括的保護プログラム（IPP）の支援を受けています。IPPは、エクアドルへ移動したベネズエラの
子ども・青少年とその家族を保護を目的としており、金銭給付、社会サービスを利用するための
カウンセリング、権利の行使、生活の提案、心理社会的支援、継続的なモニタリングなどを組み
合わせた包括的かつ多目的な支援を行っています。

エクアドル、2022年10月
© UNICEF/UN0761121/Vallejo
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2022 年、ユニセフは「アフリカの角」での干ばつ、
パキスタンでの壊滅的な洪水、中央サヘル地域での紛
争の急増、ウクライナでの紛争とそれに伴うヨーロッ
パへの大規模な難民の流出、アフガニスタンでの危機、
エチオピア北部とイエメンでの紛争、2022 年には前
例のない30カ国に影響を及ぼした世界的なコレラの大
流行にも見舞われたハイチでのギャングによる暴力と
洪水など、人為的な危機と気候変動によって悪化した
自然災害の両方に対応しました。

紛争地域で暮らす子どもたちは、憂慮すべき規模の攻
撃を受け続けています。近年、子どもの権利の重大な
侵害に対して子どもたちはより脆弱になっています。

• 人道支援を必要とする人の数は2022年も増え続け、
2021 年の 2 億 3,500 万人から約 2 億 7,400 万人に
達しました。

• 紛争や暴力によって家を追われた子どもたちは、世
界で3,700万人近くにのぼります。家を追われた子
どもの数としては第二次世界大戦以来の規模です。

人道支援

 主要な成果 

 880 万人の人道危機下にある子どもと女性が、
ジェンダーに基づく暴力 (GBV)の予防、リスクの
軽減、被害経験者サポートのための支援を受けま
した。

 人道危機におけるユニセフの直接支援は、ウク
ライナの紛争、パキスタンの洪水、エチオピアと
その周辺国の紛争と深刻な干ばつ等に対応する大
規模な支援を含み、2022 年には 2,300 万人以上
の人々に水と衛生（WASH）サービスを提供しま
した。

次のページ：生後8カ月のラトゥ・ドヨちゃ
んが、ドゥブルク保健センターで重度の急性
栄養不良の治療を受けています。ユニセフは
ボレナゾーンの干ばつ被災地で、栄養不良の
子どもたちを特定し治療を施す「発見して治
療する（find and treat）」キャンペーンを実
施しています。ユニセフはまた、この地域の
保健施設に救命物資を提供しています。

エチオピア、2022年10月
© UNICEF/UN0724777/Ayene
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人道支援
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変革戦略

パート2

変革戦略

ユニセフの変革戦略は、
「持続可能な開発目標」に向けた前進を加速し、
子どもの権利を実現するための鍵となるものです。



変革戦略

ジェンダー 
有害なジェンダー規範（男性/女性はこうあるべき、と
いう考え方）が最高レベルで持続しており、国によっ
ては、こういった規範が女の子の権利を侵害するよう
な法律や政策に反映され、定着しています。ジェンダ
ーの不平等を是正することで、経済を強化し、男の子
や男性も含む、すべての人々に潜在能力を発揮する機
会を与える安定した強靭な社会を築くことができます。

2022年、ユニセフは子どもたちに影響を与える暴力、
搾取、有害な慣行の社会的・行動的決定要因に取り組
むためのプログラムを拡大。2021年から40％増加の
3,110 万人が、差別的な社会・ジェンダー規範、およ
び有害な慣行に関するコミュニティ内の対話に参加し
ました。

ユニセフの支援を受けている国のうち、47％が質の高
い学習機会にアクセスするためのインクルーシブでジ
ェンダーに平等な制度を有し、49％が教育制度の中で
生徒と地域社会の参加を効果的に行いました。

一方、ユニセフはジェンダーに対応し、変容をもたら
す社会保護プログラムもしくは制度を策定するために
37の政府を支援し、2021年の22から増加しました。

イノベーション 
子どもたちとともに、そして子どもたちのためにより
良い世界を築くためには、これまで以上にイノベーシ
ョンが不可欠です。ユニセフは、すべての子どもたち
が成長できるよう、真に変革的な解決策を設計し、活
用し、そして拡大していくことに尽力しています。

ユニセフは、27カ国の酸素生産能力の迅速な向上を支
援するため、ユニセフ史上最速の製品イノベーション
と な る 69 台 の 医 療 用 酸 素 生 成 ユ ニ ッ ト（Oxygen 
Plant-in-a-Box）を納入しました。

ユニセフは、その購買力と市場および製品イノベーシ
ョンに関する専門知識を活かし、物資へのアクセスを
妨げる市場の障壁を軽減し、企業と協力して補聴器、
車椅子、血糖値測定器、ベビー搬送用保温器など、子
どもたちの満たされていないニーズに応える 6 つの新
しい製品の規模拡大を図りました。

また、南南協力（途上国間協力）を推進することで、
現地のソリューションや技術の適応を支援するととも
に、グローバルサウス諸国からの資源動員を支援。
2022年には、ユニセフの国別プログラムの61%が南
南協力を実施しました。

ウガンダ、2022年10月
© UNICEF/UN0730067/
Rutherford

右：ユニセフは英国政府
との協力の下、マサカ地
域中核病院に圧力スイン
グ吸着式酸素プラントを
設置し、200床の同病院
とウガンダ中部の近隣7
地区にあるその他の下位
施設の酸素生成能力を向
上させました。
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財政

若者との関わり

ユニセフは、子どもたちに影
響を与える問題について子ど
もたちの意見を聞く権利を定
めた「子どもの権利条約第
12条」の精神に則って、子
どもや若者の力を活用した組
織であろうとしています。若
者はユニセフの優先課題に重
要な意見を提供するだけでな
く、成果を上げ、持続可能な
変化を推進する上で、ユニセ
フにとって最も重要なパート
ナーでもあります。

2022年には1,060万人の若いボラ
ンティアが、気候変動対策、パンデ
ミックや緊急支援など、さまざまな
分野で重要な役割を果たし、地下鉄
の駅に避難している子どもたちへ
の心理社会的支援から、避難民へ
の救援物資の輸送、空気の質の測
定に及ぶまであらゆることを行いま
した。

「ボイス・オブ・ユース」プラット
フォーム とユニセフの「世界のア
ドボカシーの優先課題」をリンク
させることで、若者をユニセフの
キャンペーンに参加させることが
でき、また「ユース・アドボケイ
ツ（提唱者）」と共同でコンテンツ
を作成し若者の声を高めることが
できました。

若者の参加は、ブルキナファソと
コートジボワールの国境地帯に住
む人々に共通する脆弱性を軽減す
る た め の 国 連 開 発 計 画（UNDP）
との国境を越えたパートナーシッ
プなど、国連平和構築基金（PBF）
からの支援を受けて実施されたユ
ニセフのプロジェクトが好調であ
ることの重要な側面です。このプ
ロジェクトでは、15 ～ 24 歳の子
どもや若者に WASH と子どもの保
護サービスを提供する一方、多様
な民族に属する人々を対象に、世

代間の対話、ヤング・ピース・ア
ンバサダー、Uレポーターズ、ライ
フ・スキル訓練を行いました。

 ユニセフの青少年参加のための
デジタル・プラットフォームで
あるUレポートは、2022 年に
は新たに 800 万人の U レポータ
ー を 登 録 し、92 カ 国 で 合 計
2,750 万人となりました。同プ
ラットフォームは、ウクライナ、
ベネズエラ・ボリバル共和国、
中央アメリカ、その他の人道危
機下にある若者たちが参加しま
した。

 ユニセフのグローバルなソーシ
ャルメディアにおいて、600 万
人のフォロワーが24歳以下でし
た。

 ユニセフのアドボカシー活動に
740万人の子ども、青少年と若
者が参加し、コミュニケーショ
ン活動に約 660 万人、オンライ
ン・プラットフォームにおいて
は2,710万人が参加しました。

© UNICEF/UN0620911/Mokili
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変革戦略

地域社会の関与と社会・行動変容 
社会・行動変容は、権利を守るために必要な選択をする自由を
拡大するための、地域の行動を促すのに役立ちます。

2022年には、子どもの保護、メンタルヘルス、教育、予防接種、
栄養、障がい、ジェンダーなどの分野において、地域社会の関
与と社会・行動変容が、サービスへのアクセスと利用を阻む障
壁に取り組み、子どもの権利侵害の根底にある考え方、慣行、
社会規範を変えるためのプログラムの重要な構成要素となって
いました。

2022年は、前年の32％から増加した60％の国事務所が、プロ
グラムのための地域社会参画と社会・行動変容の基準を確立も
しくは前進させました。その一方で34の国事務所が、開発およ
び人道支援において、参加型計画、モニタリング、フィードバ
ック、社会的説明責任に関する基準を策定しました。これは、
子どもとその地域社会の声をユニセフの活動に取り入れていく
ための重要な一里塚となりました。

スーダン、2022年12月
© UNICEF/UN0770223/Mojtba Moawia 
Mahmoud

カッサラ州で、蚊帳の利用を促進する
ためのコミュニティ啓蒙活動の一環と
して長期残効型蚊帳（LLIN）を配布
する際、障がいのある母親に話しかけ
るユニセフの保健専門官、ナジーブ・
ハマド・イブラヒム医師。
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変革戦略

パートナーシップ 
ユニセフは、子どもたちの保健、栄養、教育、保護を
改善するために、公共部門、民間部門、市民社会と協
力しています。また、私たちの個人サポーターは、寄付、
ボランティア活動、あるいは地域の子どもたちや若者
の支援者としての活動を通じて支援を行っています。

企業との関わりを通じて、ユニセフは企業の影響力、
中核的資産、もしくは商習慣の変化を活かし、7,200
万人を超える子どもたちに支援を届けました。54の国
事務所とユニセフ協会は、子どもたちの権利に影響を
与えるビジネス慣行を変えるために、2,800 を超える
企業との取り組みを成功させたと報告しました。

2022年には、ユニセフの国事務所のうち111カ所（87
％）が、他の国連機関とパートナーシップを組みプロ
グラムを実施しました。

ユニセフは、人道支援において2,184の市民社会パー
トナー（1,634の地元NGOと550の国際NGO）と協
力し、2022 年も地元パートナーとの緊密な連携が引
き続き優先事項となりました。人道支援のため、あら
ゆるレベルのパートナーに約15億米ドルの現金が送金
されました。

コミュニケーションとアドボカシー
コミュニケーションとアドボカシーの統合が、すべて
の目標分野における成果に直接寄与しました。明確で
シンプル、かつデータに基づいたメッセージの発信と
行動喚起が、政府、ドナー、パートナーとのアドボカ
シー活動を成功に導いた一方で、ユニセフを、子ども
たちに対してインパクトのある説得力とまとまりを持
ったストーリーを伝える、ソリューション重視の組織
として定着させました。

ユニセフは、2022 年末までに 1 億 6,990 万人のデジ
タルサポーターを獲得しました。

ユニセフは、子どもの権利の擁護と促進のために世界
レベルでメディアに対する強い発言力を持ち続け、そ
の発言力のシェアは比較対象組織の中で上位 3 位以内
に入るまでに拡大しました。

データとリサーチ
ユニセフは、各国のプログラムを支援するために、デ
ータ、リサーチ、評価、ナレッジマネジメントに対し
てより統合的なアプローチをとり、チームや事務所が
業務を支援するために必要な知識や技術的能力を利用
できるようにしています。

またユニセフは、国際標準として承認された「子ども
に対する暴力の国際分類」の作成を主導し、各国の定
義とデータ収集努力の整合を図り、データの利用可能
性を大幅に向上させました。

第6次複数指標クラスター調査（MICS）（2017-2022
年）が終了し、過去最多となる77の全国調査とMICS 
Plusの携帯電話調査がほぼリアルタイムでデータを作
成しました。3 カ国で実施された試験事業において、
MICS データと教育・保健行政システムのデータが初
めて連携されました。この統合は、子どもたちに関す
るデータの分析力を根本的に向上させる可能性を秘め
ています。

アンティグア・バーブーダ、カンボジア、ケニア、ソ
マリアで試験的に実施されている「チャイルド・リス
ク・データ」イニシアティブは、気候やその他の災害
に関する準国別データと子どもの脆弱性に関する指標
を組み合わせることで、ユニセフとパートナーがニー
ズが最も高い場所に関するデータや根拠に基づいて、
プログラムと緊急事態への備えの優先順位を決定でき
るようにするものです。
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財政

子どもの権利を実現するた
めには、物資が不可欠です。
ユニセフが調達する物資
は、子どもの生存と発育の
ためのプログラムと緊急時
の迅速な対応を支援すると
ともに、子どもたちの保健
と教育環境を整え、虐待、
搾取およびネグレクトから
子どもを守るために欠かせ
ないものです。	 	
コペンハーゲンにあるユニ
セフの物資供給センターに
は、世界最大の人道支援物
資倉庫があります。

2022年、ユニセフは162の国と地
域で過去最高の74 億米ドルの物資
とサービスを調達しました。これは
調達総額がコロナ禍以前の数字から
93％増加したことを意味します。8
億 6,390 万米ドル相当の緊急物資
が調達され、140 の国と地域に届
けられました。
サプライチェーンへの圧力の高まり
や輸送費の高騰にもかかわらず、ユ
ニセフは各国に対しサプライチェー

ンの強靭性の強化を支援し、27 の
政府に対し保健、栄養、WASH 物
資へのアクセスを阻む障壁に対処す
るためのサプライチェーン戦略の策
定または更新を支援しました。

生活必需品の輸送

ウクライナ、2022年3月
© UNICEF/UN0607232/
Moskaliuk

救急キット、病院設備、医
薬品、その他の重要な物資
はウクライナのリヴィウに
あるユニセフの倉庫に届け
られた後、ウクライナ全土
に配布されます。
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